



















ト､ ドリブル技術との相関について､ 菊池ら１) による
体力群､ 技術群､ 体力及び技術群の３群によって行われ
た､ ボールリフティングのトレーニング効果について､
また堀口ら４) によるボールリフティング (足)､ ボール
リフティング (頭)､ ジグザグドリブル､ シュートの相
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ボール､ ３号サッカーボール､ ソフトバレーボール､ リフティングボールの４種のボールを用いて､ それぞれのボール群
にインステップによるリフティングの練習を１試行のべ200回を25回､ 計5000回行わせ､ １000回終了毎に正規５号ボール
によるリフティングテストを行わせた｡ そして各群のリフティング回数の伸びを比較した｡ 実験Ⅱとして､ 各ボールによ




































































ルを使用して､ 練習開始前､ 1000回終了後､ 2000回終



































(47±25回) とリフティングボール群 (24±16回)､ ソ
フトボール群 (22±20回) との間には平均値で有意
(５％水準) に正規５号サッカーボール群の方が回数は








































































































































図１の最高連続回数の推移では､ 被験者３, ４, ６以
















































































































































































































































































































































３. 久保田洋一､ 田仲純二､ 竹内敏康 (1972) ｢サッカー
におけるボールリフティングと技術の相関について｣､
日本体育学会第23回大会号､ 401.
４. 堀口正弘､ 太田哲男､ 小宮喜久 (1976) ｢サッカー
技術についての研究｣､ 日本体育学会第27回大会号､
475.
練習球の違いがボールリフティング技術向上に及ぼす影響
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